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羽
根
を
広
げ
て
、

は
い
、で
き
あ
が
り
。

鶴は千年。そのめでたさに祈りを託して、
どれほどたくさんの折り鶴が作られてきたことでしょう。

能登へ、ウクライナへ、パレスチナへ、そして子や孫たちへ、
大きな祈りが届きますように。もいちど折り紙。

正方形の折り紙を三角形に
なるように、1回、2回、
半分に折ります。

袋の部分を開いて正
方形になるようにつ
ぶします。裏返して同じよ

うに袋を正方形
にします。

正方形の左右の端を中心線に
合わせ、上の三角も下に折り、
折り目をつけて戻します。

下の端を持ち上げて開き、
折り目にそって縦に長い
菱形を作ります。

反対側も
同じように開いて
菱形を作ります。 左右の端を

中心線に合わせて
細長く折ります。
裏も同じ形に。

下の先端をそれぞれ
左右に持ち上げ、
上の羽根の間に
折り込みます。

右側のとがった部分を
中に折り込んで
頭を作ります。

もいちど
ORIGAMI、私たちの美しい文化。

折り紙。

その１

鶴
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。

表紙について

県民熱愛と言えば、ご当
地グルメ。惣菜、麺類、漬
物、珍味、調味料からパ
ンや味付け肉まで！お国
変われば呼び名も品も変
わる！それがご当地食の
素晴らしさですね。

 題字・デザイン・イラスト／
藤本孝明（如月舎） イラスト
／藤本有香（葉月舎）
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で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
だ
け
。

1
月
6
日
か
ら
、
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

3
月
上
旬
現
在
も
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
交
代
し
な
が
ら
現
場
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
彼
ら
か
ら
、
送
ら
れ
て
き
た
現
地
の
報
告
で
す
。

「
行
く
と
み
な
さ
ん
た
い
て
い
明
る
く
振
る
舞
わ
れ
る
ん
で
す
。
だ
け
ど
一
ヶ
所
に
一
人
ず
つ
く
ら
い
、

商
品
を
お
渡
し
す
る
と
泣
い
て
喜
ば
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
。

表
向
き
は
明
る
く
見
え
て
も
、
日
常
で
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
な
い
苦
し
さ
、

辛
さ
が
や
っ
ぱ
り
裏
側
に
あ
り
な
が
ら
生
活
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。」

ま
だ
ま
だ
続
く
で
あ
ろ
う
避
難
生
活
を
、
少
し
で
も
応
援
で
き
る
と
く
し
丸
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。


